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1 Io ti seguii come iride di pace 私は空の道に沿って平和の虹としての
2 　Lungo le vie del cielo : 　あなたの後を付いて行きました：
3 　Io ti seguii come un’amica face 　私は夜のベールの中で親しい灯のような
4 　De la notte nel velo. 　あなたを追いました。
5 E ti sentii ne la luce, ne l’aria， 私は光の中、空気の中、そして花の香りの中に
6 　Nel profumo dei fiori ; 　あなたを感じました。
7 　E fu piena la stanza solitaria 　そして孤独な部屋はあなたで、あなたの輝きで
8 　Di te, dei tuoi splendori. 　いっぱいでした。
9 In te rapito, al suon de la tua voce, あなたの中に魅了されて、あなたの声の響きに
10 　Lungamente sognai ; 　うっとりして、私は長い間夢を見ました。
11 　E de la terra ogni affanno, ogni croce, 　私はその日この世界のすべての苦悩と
12 　In quel giorno scordai. 　苦難を忘れてしまった。
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13 Torna, caro ideal, torna un istante 戻ってきて、理想よ、一瞬でいいから戻ってきて、
14 　A sorridermi ancora, 　もう一度私に微笑むために。
15 　E a me risplenderà, nel tuo sembiante, 　そうすればあなたの姿の中で新しい暁が
16 　Una novella aurora. 　また私に輝いてくれるだろうから。
 栗原光太郎訳
　この曲は 11 音節詩行 endecasillabo と 7 音節詩行 settenario の交替の 4 行 4 詩連から
成り、各詩連で韻を AbAb と踏んでいる形式的に整った歌詞を持っている。これに対し
てトスティは 1 から 8 行目と、9 から 16 行目の 2 連に分けて、A と A′の有節歌曲に近
い形にしており、歌い出しの旋律形は一緒である。2 連目の最後で 16 行目の una novella 
aurora を繰り返し、その後 13 行目の Torna, caro ideal, torna のみを繰り返す。この 2 行
は、特に歌手が変更を加える傾向の高い場所である。
3．出版楽譜の比較
　楽譜はリコルディ社が 1990 年から 2004 年にかけて出版した全 14 巻の『フランチェス
コ・パーオロ・トスティの歌とピアノのためのロマンザの完全版　Edizione completa 
delle romanze per canto e pianoforte di Francesco Paolo Tosti（以下、「完全版」とす
る）』の第 4 巻 185 ページ（中声用）と、同完全版第 14 巻 159 ページに掲載されている初
版原調版のファクシミリ版を用いた。
　リコルディ社の出版物としては他に 4 種の出版楽譜を集めることができた。1 つ目は、
1945 年の版権表示を持つ低声用、2 つ目は 1982 年の版権表示を持つ高声用、3 つ目は出
版年不明の中声用であり、これら 3 種のピース楽譜については、初版のプレート番号を踏
襲している。ただし、楽譜は明らかに、新たに作り直されている。
　それに加えて、ピアノ独奏編曲のピース版（東京音大図書館 OPAC においては 1995 年
頃の出版と推定されている）も参考とした。














　先にも述べたように 13 行目と 16 行目は曲の末尾で繰り返されている。この 2 箇所は特








歌手名（生没年） 国籍・声種・録音年 調性 番号注 備考
Aramburo, Antonio（1840─1912） ESP・Ten.・1901 A 1139376
De Lucia, Fernando（1860─1925） ITA・Ten.・1902 A 336881 2 番のみ
Caruso, Enrico（1873─1921） ITA・Ten.・1906 A 26447
Martinelli, Giovanni（1885─1969） ITA・Ten.・1915 A 333928
Tauber, Richard（1891─1948） AUT・Ten.・1928 A 3720467 ドイツ語詞
Schipa, Tito（1888─1965） ITA・Ten.・1930 H 337341
Björling, Jussi（1911─1960） SWE・Ten.・1937 A 339550
Gobbi, Tito（1913─1984） ITA・Bar.・1942 F 3111686
Valdengo, Giuseppe（1914─2007） ITA・Bar.・1946 G 3242888
Gigli, Beniamino（1890─1957） ITA・Ten.・1950 A 4352575
Ponselle, Rosa（1897─1981） USA・Sop.・1954 A 1067959
Di Stefano, Giuseppe（1921─2008） ITA・Ten.・1961 A 4169213
Sutherland, Joan（1926─2010） AUS・Sop.・1962 A 6285743
Bruson, Renato（1936─） ITA・Bar.・1994 Ges 352094
市原太朗（1950─） JPN・Ten.・1995 A 3201730
Tokody, Ilona（1953─） HUN・Sop.・1998 A 4811504
Hyldgaard, Tove（1942─） DEN・Sop.・2006 A 505482
Secco, Stefano（1973─） ITA・Ten.・2009 A 428475
Yushmanov, Vitaly（不明） RUS・Bar.・2014 F 4363152

















歌手名 音高 延長 延長 前打音 音高 延長
Aramburo, Antonio 変更なし 有 無 プラルトリラー E2─E2 有
De Lucia, Fernando Fis2─A2─A1 有 無 プラルトリラー E2─A2 有
Caruso, Enrico Fis2─A2 有 有 プラルトリラー E2─A2 有
Martinelli, Giovanni Fis2─A2 有 無 プラルトリラー 変更なし 有
Tauber, Richard 変更なし 無 無 変更なし E2（全） 無
Schipa, Tito 変更なし 無 無 変更なし Fis2─Fis2 有
Björling, Jussi Fis2─A2 有 無 プラルトリラー E2─E2 有
Gobbi, Tito 変更なし 有 有 変更なし C2─C2 無
Valdengo, Giuseppe E2─G2 有 有 プラルトリラー 変更なし 有
Gigli, Beniamino Fis2─A2 有 有 プラルトリラー E2─E2 有
Ponselle, Rosa 変更なし 無 無 変更なし 変更なし 有
Di Stefano, Giuseppe Fis2─A2 有 有 プラルトリラー E2─E2 有
Sutherland, Joan 変更なし 無 無 変更なし 変更なし 無
Bruson, Renato 変更なし 無 有 プラルトリラー 変更なし 無
市原太朗 Fis2─A2 有 無 変更なし 変更なし 無
Tokody, Ilona 変更なし 有 無 プラルトリラー 変更なし 有
Hyldgaard, Tove 変更なし 有 有 プラルトリラー E2─E2 有
Secco, Stefano Fis2─A2 有 無 変更なし E2─A2 有
Yushmanov, Vitaly D2─F2 有 無 変更なし 変更なし 無
Menghini, Maura 変更なし 無 無 変更なし 変更なし 無






音価については、1 拍（4 分音符）を 12 セルとする。【グラフ 1】は原曲を書き改めたも
のであるため、音価の延長は存在しないが、【グラフ 2】と【グラフ 3】はそれぞれの歌手
がどの様に歌っているかを表したものであるため、音価の延長に合わせて 1 小節の幅を 4
拍以上に拡大している。
【グラフ 1】《理想　Ideale》34 小節目から 36 小節目
　【ドイツ音名】表の左に a2 から e1 まで。
　【小節数】表の上部に左から 34，35，36 小節の順。
　【歌詞】該当部分の歌詞を表の下部に記載。




　まず 34 小節目を見てみよう。-rora の部分、-ro- の母音を伸ばしたまま音を短 3 度上げ
ている。-ra も同じ音高で保ち、una から本来の高さにする。また、-ra は本来半拍の音価
であるが、これを 2 拍伸ばし、その間、伴奏は合わせて伸ばす。このような歌手は他に、
デ・ルチア、カルーソー、マルティネッリ、ヴァルデンゴ、ジーリ、ディ・ステファノ、
市原、セッコ、ユシュマノフである。-ro- の母音を伸ばしたまま音を短 3 度上げる方法が
ビョルリンクと同じなのはデ・ルチア、カルーソー、市原、セッコである。マルティネッ
リ、ヴァルデンゴ、ジーリ、ディ・ステファノ、ユシュマノフも上げているが、上げるリ
ズムが異なる。ビョルリンクは -ro- の音価を上げる前に 1 拍半、上げた後の音価を半拍取
るが、ディ・ステファノ、ジーリ、マルティネッリは -ro- の音価を上げる前に 1.75 拍、
上げた後の音価を 0.25 拍取る。ヴァルデンゴは、-ro- の音価を上げる前に約 1.33 拍、上




【グラフ 3】《理想　Ideale》ヒルドガードによる歌唱・34 小節目から 36 小節目
　【グラフ 3】にヒルドガードによる歌唱法を示した。彼女は、-rora の部分で音高を変え
ていない。また、-ra は音価を変え、1 拍半伸ばす。その間、伴奏は 3 連符の数を増やし、
歌の進行に合わせて次の部分の伴奏を展開する。また、35 小節目も本来は半拍であるが、




　今回調べた 20 名の中で 34、35 小節について楽譜通りに歌っていたのはタウバー、スキ
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ーパ、ポンセル、サザーランド、メンギーニの 5 名であった。
　40 小節目から 42 小節目までの原曲をグラフ譜表であらわしたのが【グラフ 4】である。
【グラフ 4】《理想　Ideale》40 小節目から 42 小節目
　【ドイツ音名】表の左に a2 から e1 まで。
　【小節数】表の上部に 40，41，42 の順。
　【歌詞】該当部分の歌詞を表の下部に記載。
【グラフ 5】《理想　Ideale》ビョルリンクによる歌唱・40 小節目から 42 小節目
　【グラフ 5】はビョルリンクの歌唱法を示したものである。彼は 41 小節目にある torna
について音高を変更し、オクターブ上げている。また、tor- は本来 3 拍の音価であるが、





　さらにセッコは -tor-3 拍目の裏で音程を完全 4 度上げ、-na は同じ音で 4 拍伸ばしてい
る。このような歌い方は今回の 20 名の中では彼だけである。
【グラフ 6】《理想　Ideale》セッコによる歌唱・40 小節目から 42 小節目
　【グラフ 7】はマルティネッリの歌唱法である。彼は torna の音高を変えずに音価だけ
変えている。このような歌手は他にブルゾンがいる。
【グラフ 7】《理想　Ideale》マルティネッリによる歌唱・40 小節目から 42 小節目
　尚、サザーランド、ブルゾン、市原、ユシュマノフ、メンギーニの 5 名はこの箇所につ
いて音高も音価も変えていない。
　今回注目したのが 34 小節目の音高と音価、35 小節目の音価とプラルトリラー、40 小節
目の音高と音価、計 6 箇所である。変える可能性が一番高いのが 34 小節目の音価で、20









リ、ディ・ステファノの 3 名で、注目箇所のうちの 5 箇所についてはデ・ルチアとヴァル
デンゴの 2 名が変更を行っている。一切の変更を加えていないサザーランド、メンギーニ
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